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 【プラン策定の取組】 
 
（１）ごみゼロ社会実現プラン策定委員会   

ごみゼロ社会実現プランの策定に関し必要な事項について調査審議し、プランを策定しま

した。 

第１回 平成１６年 ７月 １日 

第２回 平成１６年１２月 ４日 

第３回 平成１７年 １月２０日 

第４回 平成１７年 ３月１６日 

 

（２）ごみゼロ社会実現プラン策定アドバイザー会議 

ごみゼロ社会実現プランを策定するにあたり必要な事項について、専門的、技術的な知見、

実践活動における経験や実績などに基づく個別具体的な調査検討を行い、委員会に提言、助

言を行いました。 

【全体会議】                              第１回 平成１６年 ７月１６日 

第２回 平成１６年１１月１８日 

第３回 平成１７年 １月 ７日 

第４回 平成１７年 ２月２３日 

【課題別グループ会議】 発生・排出抑制ｸﾞﾙｰﾌﾟ     平成１６年８月３０日、１０月４日 

再資源化ｸﾞﾙｰﾌﾟ         平成１６年８月２３日、１０月１日 

環境学習・県民参画ｸﾞﾙｰﾌﾟ  平成１６年８月２５日、１０月８日 

 

（３）行政連絡会議 

県民局単位で、市町村担当者とプラン策定に関する情報を共有し、意見交換を行う会議を

開催しました。 

第１回 平成１６年５月から６月  

第２回 平成１６年１１月から１２月 

 

（４）ごみゼロ談義 

県民局単位で、ごみ問題に取り組む住民や事業者を対象に、ごみゼロ社会実現に向けた意見

交換会を開催しました。 

第１回 平成１６年６月から８月  

第２回 平成１６年１１月から１２月 

 

（５）ごみゼロ政策研修会 

市町村、県の担当者を対象に、ごみ減量化の取組の先進事例等を参考にしながら、今後の

ごみ政策のあり方や方向性についてワークショップ形式で学ぶ研修会を開催しました。 

第１回 平成１６年７月２３日 

第２回 平成１６年８月３１日 

第３回 平成１６年１２月２日 

 

（６）ごみゼロワークショップ(平成 17 年 1 月～2月) 

県民局単位で、県民を対象にワークショップを開催しました。ごみの発生・排出抑制や再

資源化に係る地域での取組について、ワークショップ形式で、さまざまな人たちと交流しな

がら考え、楽しく学びました。 
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（７）県民意識調査（平成 16 年 9 月） 

県内１５市町村の住民 7,500 名を対象にアンケート調査を実施しました。 

 

（８）家庭系ごみ組成分析調査（平成 16 年 9 月～10 月） 

県内６市町（津市、伊勢市、尾鷲市、名張市、菰野町及び阿児町）において、家庭系ごみ

の組成分析調査を実施しました。 

 

（９）事業者意識調査（平成 16 年 11 月） 

県内 2,550 事業者を対象にアンケート調査を実施しました。 

 

（10）市町村アンケート調査（平成 16 年 10 月） 

県内６６市町村を対象にアンケート調査を実施しました。 

 

（11）パブリックコメント（平成 17 年 1 月 26 日～2月 14 日） 

プラン中間案に対する県民からの意見や提案等を募集しました。（延べ３０件の意見） 

 

（12）市町村との意見調整（平成 17 年 2 月） 

 市町村と一部事務組合を対象に、プラン中間案に関する説明会を開催するとともに、同中間

案に対する意見照会を行い、プラン策定に向けた意見調整を行いました。 

 

（13）事業者との意見交換（平成 17 年 3 月 1日） 

製造業、総合小売業、飲食業、銀行業など県内の事業者を対象に、ごみ減量化の取組に関

する意見交換会を開催しました。 

 


